
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  原生林が繁茂する藻岩の地区に、多くの野生動物と、時よりアイヌの人たちの営みがあった。

江戸時代の末期になると、北方探検家・近藤重蔵や、松浦武四郎がこの地を走破したとの記録がある。 

  明治 2 年、箱館戦争も終結し 7 月に「開拓使」が設置され、蝦夷地は 8 月 15 日「北海道」

と命名された。そして、札幌の本府建設と共に明治４年、今の南７条西８丁目（東本願寺管刹

所）から八垂別に至る東本願寺道路（長さ 6Km・幅 0．9m）が開削された。そして陸の孤島、

八垂別の地に和人が入り込むこととなった。明治 5 年、請負人・大岡助右衛門が建築用の石

材（硬石）を見つけ、また、豊平川の対岸に軟石を見つけて石の切り出しの仕事を始めました。

ですからここが一番先に開けたのであります。  関連事項を時系列に列記すると・・・ 

明治 5 年、  八垂別に建築用の石材（硬石・軟石）を見つけ採掘に着手。 

明治 6 年、  八垂別の山々は、国有林に指定。その他は国有地。 

明治 9 年、  山鼻屯田兵村が設置され、240 戸 1，114 人が入植。山鼻、石山間に石材運搬

用の馬車道が開通。それまでは豊平川で石材を搬送。➡ 裏に続く 

 

 12 月の町内会活動報告  

12 月 1 日（金） 街路灯電気料金補助申請  

12 月 9 日（土） 合同クリスマス会（13:30 藻岩児童会館） 

12 月 13 日（水） 町内会資源回収 

12 月 14 日 (木） スクールゾーン実行委員会  

12 月 19 日 (火) 役員会 

 １月の町内会活動予定  

 1 月 10 日（水） 町内会資源回収 

 1 月 28 日（土） 新年会（午後５時 つぼ八 カラオケアスカ）４年振りです。多数のご参加をお待ちしています。 

町内会短信 １月号 
２０２4 年１月 1 日 川沿中央第一町内会長 金山征晴 

 新年明けましておめでとうございます。いろいろ厳しい世相にあって、比較

的平穏な新年を迎えられたのではないかと思います。４年間悩まされたコロナ

渦は５類移行で少しは期待感もありましたが、なかなかそうはいかないのが現

実でした。それでも昨年は手探り状態ながら町内会行事の回復を試みてきまし

た。今年は更なる進展を望みたいところです。 

令和５ 年 12 月・６ 年 1 月の活動報告及び活動予定については下記の通りです。 

睦
月 

郷土史より『藻岩地区の農地の変遷』（1） 

         郷土歴史家 吉田邦行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町内会でも２０２４年の新しい年を迎えました。エトは龍です。今年が昇龍の如く勢いのある年

となります様祈っております。 

 新年早々内外のキナ臭い話は横において、ギリシャ神話の中のパンドラの箱の底の底にた

ったひとつ小さいけれどキラキラと輝いていた「希望」に私達は願いを託します。 

 昨年は本当に地球に住む人類にとって、政変、戦争、汚職、天変地異と受難の年であった

と思います。でもそれを越えて私達は「人類の叡智 『しなやかな知性』」を信じたい。２１世紀を

切り抜ける為には、個々人が『しなやかな知性』をもって切り抜けることが大切なのでは？（

） 各自のしなやかな知性でもって今年何かひと

つ成し遂げたい目標・希望を持つように提案します。「一冊の本を読破する」、「今の健康を維持

する」、「倹約してユニセフに寄付する」等々、そういった個々の目標や希望の積み重ねこそが

大きなうねりとなり、社会をより良い方向へ向かわせるのではないでしょうか。そしてそれには行動でき

る体力  健康維持が必須です。命あってこその「行動」「しなやかな知性の存在」なのですか

ら、今年 川沿の小窓から垣間見る世相が和やかで美しいものであることを切に願っております。 

川沿の小窓から(2１) 
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川沿中央第一町内会 相談役  柴田田鶴子 コラム 
 

訃 報 小田嶋一美さん（83歳）

 
深井満貴子さん（85歳） 

 
丸藤秀男さん （95歳） 

丸藤秀男さんは町内会設立当初から、長期にわたり役員を務めて頂き、町内会の発展に尽くし

て頂きました。心より感謝申し上げます。 

明治 16 年、 静内より牧馬 500 頭（軍馬、農耕馬、荷馬車用）払い下げを受け、北の沢が

山鼻屯田兵村の放牧地となる。 

明治 19 年、 八垂別・川沿に最初の入植者 3 戸開墾に従事。 

明治 20 年、 八垂別の大部分が山鼻屯田兵村の給与地と、琴似屯田兵村の共有財産地となる。 

明治 25 年、 これまで図面上の区画であった、山鼻屯田兵村の八垂別給与地を測量。177 区画に

割り振りし、保存登記を完了した。これによって自分の地所が確定した。 

明治 37 年、 屯田兵制度の廃止。 

明治 40 年、 琴似屯田兵村の共有財産地、133 町 5 反歩を当時味噌・醤油醸造業の斎藤甚之助

に一括売却された。農場を開設。山鼻村と円山村が合併し藻岩村役場の管轄となる。 

明治 42 年、 石山～南 1 西 11 まで石材を運ぶため馬車鉄道が開通。（次号に続く） 


